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特集

コホート研究と保健師活動
コホートの研究はどのような役に立っているのか
わが国のコホート研究の意義　岡村智教／桑原和代
多目的コホート研究（JPHC スタディ）の成果と保健所の役割
津金昌一郎／澤田典絵

コホート研究に関する保健所の取り組み
小林良清／安藤直子

NIPPON DATA 80/90/2010 からの成果と展望
三浦克之
エコチル調査の意義と子育て支援
愛知ユニットセンターの取り組みを中心に　上島通浩ほか

結核のコホート検討会と保健師の服薬支援　永田容子
「久山町研究」と地域住民の健康づくり
疫学研究から保健活動，そしてまちづくり　角森輝美

PHOTO

養父市によるフレイル予防教室「毎日元気にクラス」の 
取り組み
連載
聞き書き 保健師ものがたり［特別区編］　木村哲也
統括保健師の日々　濵野芳江
現場の疑問に答える 地域づくり型保健活動 Q&A　岩永俊博
ナカイタ発 保健師へのつぶやき　中板育美
ニュースウォーク　白井正夫

●東日本大震災から 5年が経過
しようとしています。5年という
期間を一括りに片づけてしまうこ
とは容易ですが，それぞれの立場
において複雑な振り返りがあるこ
とでしょう。言うまでもなく，5
年は 1つの過程に過ぎず，復興
への道のりはこれからも続きます。�
あの日の振り返りが，これからの
備えにつながることを願いつつ，
今なお現地で被災者支援に奔走す
る保健師に敬意を表し，本特集を
お届けします。� （和田）

●この項を書いている数日前，ス
キーバスが道路から落ちて乗員・
乗客 15名が死亡した事故が起き
た。直接的には運転手の未熟な運
転技術が原因のようだが，さらに
はそういう運転手に頼らざるをえ
ない人手不足も原因であったよう
だ。東日本大震災での原子力発電
所の事故も，それらを制御する人
間の技術への過信，そして何より
危険に対する意識の欠如が招いた
人災だった。自然も機械も正直で
ある。杜撰な備えの隙をついて事
故は起こる。� （杉之尾）
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